
 

 
 

 

 

報道機関 各位 

 

「山口観光経済シンポジウム」NY タイムズ選出から 1 年の影響を検証 

 
厳冬の候、貴社におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

この度、2 月 12 日（水）10 時より、山口大学吉田キャンパス大学会館大ホールにて、「山口観光経済

シンポジウム―NYタイムズによる山口市選出から 1年―」を財務省中国財務局山口財務事務所の共催に

より、下記の通り開催いたします。 

本シンポジウムでは、山口市が NY タイムズに選ばれてから 1 年間の経済や観光に対する影響を再評

価し、今後の地域経済や観光施策への具体的提言を目指します。大学生、行政、研究機関が連携したパ

ネルディスカッションなど、充実したプログラムをご用意しております。 

つきましては、取材及び報道等についてご高配賜りますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

日 時：令和 7年 2月 12日（水）10：00～12：00 

場 所：山口大学吉田キャンパス大学会館 大ホール 

テーマ：山口観光経済シンポジウム―NYタイムズによる山口市選出から 1年― 

次 第： 

１．開会挨拶 

山口大学経済学部長 有村 貞則 

２．プレナリーセッション 

経済・農・国際総合科学部「山口新発見伝―山口市 NYタイムズ選出の立役者『山口おでん』

の成分分析」（5分） 

３．講演 

山口経済研究所「山口県経済の特性と観光経済のポテンシャル」（15分） 

財務省中国財務局山口財務事務所「NYタイムズ選出後の山口県経済への影響調査」（15分） 

山口市「NYタイムズ選出後の観光政策」（15分） 

４．学生発表 

経済学部加藤真也研究室「NYタイムズ紙選出による経済効果の再推計」（10分） 

経済学部西尾建研究室「盛岡市のインバウンド観光の持続的取り組み」（10分） 

５．パネルディスカッション 

   参加者：山口財務事務所（所長 津田 展稔）・日本銀行下関支店（支店長 辻 信二）・ 

       山口経済研究所（理事長 西村 健一）・山口市（観光交流課長 藤山 正直）・ 

       湯田温泉旅館協同組合（専務理事 吉本 康治）・経済学部生 

テーマ：NYタイムズ選出後の成果や課題など（30分） 

６．質疑応答（15分） 

７．閉会挨拶 

   山口財務事務所所長 津田 展稔 

 ※本シンポジウムは山口大学基金、経済学部鳳陽基金、山口学研究プロジェクト「観光資源としての「山口の食」の 

開発とその社会実装」の協力を得ています。 

【2025 年 1 月 23 日】 

送付枚数 本票含め１枚 

 

送付枚数 送信票含め A4 版 4 枚 

発信者 国立大学法人山口大学総務企画部 

総務課広報室 

 〒753-8511 山口市吉田 1677-1 

 TEL 083-933-5007 

 FAX 083-933-5013 

 E-mail sh011@yamaguchi-u.ac.jp 

●この件に関する詳細は下記までお問合せください。 
 
山口大学経済学部 准教授 加藤真也 
TEL   083-933-5534 
E-mail  s.kato@yamaguchi-u.ac.jp 

財務省中国財務局 

山口財務事務所 


